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ティブに検討した.【対 象】 平成 17年 4月から平成
22年 10月までの間にHP除菌療法を施行した 200例
(男性 82例,女性 118例,年齢 28～84歳,平均年齢 59.7±
12.6歳).年齢別では 20歳代 1例, 30歳代 14例, 40歳代
22例,50歳代 50例,60歳代 70例,70歳代 36例,80歳代
7例と, 60歳代が最も多かった.【治療内容】 1次除菌
はラベプラゾール 20mg/day, アモキシシリン 1500m/














菌療法成功率は平成 17年度は 14例中 14例で成功で
100％, 平成 18年度は 17例中 15例成功で 88.2％, 平成
19年度は 34例中 30例成功で 88.2％,平成 20年度は 42
例中 37例成功で 88.1％,平成 21年度は 44例中 37例成
功で 84.1％, 平成 22年度は 49例中 34例成功で 69.4％
と,平成 22年度になってから除菌成功率が大きく低下
していた.一方 2次除菌療法成功率は平成 18年度は 2
例中 2例成功で 100％,平成 19年度は 3例中 2例成功で
67％,平成 20年度は 5例中 5例成功で 100％,平成 21年








例 (16％)と最も多く,うち 12例 (6％)では下痢の程度
が強く酪酸菌製剤の 1週間程度の投与延長を要した.次
いで口内の苦味が 28例 (14％),腹痛が 13例 (6.5％),味
覚鈍麻が 3例 (1.5％),嘔気,嘔吐が 1例 (0.5％)であり,
嘔気,嘔吐を訴えた 1例では除菌療法開始 3日目で治療
を中止した.一方 2次除菌療法での有害事象は下痢が 3
例 (9.4％),口内の苦味が 3例 (9.4％)であり,有害事象に
よる治療中断例はなかった.【結 語】 HP除菌療法は
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症例は 78歳,女性.平成 20年 6月に当院で大腸型ク
ローン病と診断され,栄養療法, 5-ASA1.5g/day内服で
寛解導入,維持されていた.平成 22年 4月から,腹痛, 1
日 5-6行の水様便が出現し当院受診.身体所見として臍
部中心に自発痛,圧痛を,血液検査にて貧血 (Hb9.9g/dl)
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【症 例】 20歳,男性 【主 訴】 腹痛 【既往歴】 17
歳時,原発性硬化性胆管炎 【現病歴】 17歳時に原発性
硬化性胆管炎 (以下 PSC) と診断され他院にて経過観察
されていた.平成 22年 1月から時々腹痛が出現, 2月よ
り下痢を認めるようになった.その後も腹痛,下痢が改
善しないため 5月 9日当院受診, 38度台の発熱と炎症反
応および肝胆道系酵素の上昇があり精査加療目的に同日
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た. 術後 1日目は 41℃まで発熱認め, 採血検査結果では
WBC2400, Plt9.4万, CRP25.58であった.術後 2日目も
39℃近い発熱を認め,血液培養検査施行し,術中の腹水
培養検査と同様の E.coliと Providencia sturartii検出し
た. 術後 3日目も発熱は続き, CMZ1g×2投与していた
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